
みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動 
推進協議会だより（平成28年12月号） 

〔第２次ステージ運動スローガン〕 

  高めよう安全意識 加速させよう復旧・復興 達成しようゼロ災害 

みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会 

（事務局 宮城労働局労働基準部健康安全課）  

  

12月～1月は「冬季転倒災害防止強化月間」です 
  

 例年冬期間に積雪・凍結に起因した転倒による労働災害が多発しております。平成27年度においても12月～
３月の転倒による休業４日以上の業務上負傷者の数は214人と、同期間の労働災害の26％を占め、他の季節と
比較して発生件数は1.4倍を超えています。また、転倒災害で被災した労働者の７割が手足等を骨折する重傷を
負っているという状況です。 
 宮城労働局では、「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」を精力的に展開しているところですが、これから迎える冬
期間における転倒災害の減少を図るために、除雪、凍結防止剤の散布等で安全な通路を確保するほか下記の
リーフレット裏面に記載した冬期間特有の転倒災害防止対策の実施をお願いしております。 
 

「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」（リーフレット等は、以下のＨＰをご覧ください） 
  厚生労働省ホームページ http://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/tentou1501.html   

    宮城労働局ホームページ http://miyagi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/hourei_seido_    
              tetsuzuki/anzen_eisei/hourei_seido/_121129.html 
  

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

  12月～1月は「冬季交通労働災害防止重点月間」です 
 

 平成２４年～２６年の全国で発生した建設業の死亡災害によると、①現場と事務所間の往復で６７人（６３％）、
②道路における工事中で１５人（１４％）の方が交通事故で死亡しています。 
 ①の原因別では、スリップ２３人（３４％）、長距離の移動１３人（１９％）（概ね６０ｋｍ以上離れた区間）、夜勤明
け７人（ １０％）、居眠り ４人（ ６％）の順となっています。 
 ②の原因別では、作業の前後に発生５人（３４％）（作業準備、交通規制準備中、カラーコーン回収時等）、作業
者の視認性が低くなる状態４人（２６％）（剪定された木枝の片付け、土砂の清掃等）で発生しています。 

「対策として」 
 ①減速、車間距離の確保、急ハンドル・急ブレーキをしない、②適正な運転時間を設定した走行計画の作成、 
 ③自動車の侵入を防ぐような作業手順による作業、誘導者の配置、作業中の標識の設置、視認性を高める作 
  業服の着用などがあります。 （もう一度、現場で交通事故防止対策の再確認をしましょう） 

（H28.11)

災 害 事 例

積雪・凍結による転倒災害の防止対策

安全衛生委員会等において、冬期間の転倒災害防止について審議し対
策を立てましょう。
また、過去の転倒事例（ヒヤリハット事例）などから、会社敷地内、

駐車場、出入口等の滑りやすい場所を確認し、構内安全マップ等を作成
し関係者に周知しましょう。

屋外の階段、スロープ、屋外通路、駐車場で、積雪・凍結により転倒
災害が予想される箇所について、次のような措置をとりましょう。
□降雪後の除雪。凍結防止剤の散布。
□通路や出入口等に凍結防止機能付きマット等の設置。
□積雪・凍結箇所に滑り止めの措置（砂などをまく等。）。
□積雪・凍結箇所に「凍結転倒注意」等の掲示物を掲げるなど、「見
える化」により労働者の注意喚起を図ること。

□照明設備の設置（夜間の照度の確保）。

出退勤時の履物について、滑りにくい（滑り止めの付いた）履物や、
脱着式の滑り止め具の着用を推奨しましょう。
また、敷地内での除雪作業中の転倒災害を防止するために、当該作業

時の履物は、滑り止め材入り、ピン・金具付き・溝の深いもの等滑りに
くいものを着用しましょう（できれば会社側で用意し着用させましょ
う）。

積雪・凍結した地面や路面での作業や、歩行する場合には、次のよう
な動作をとりましょう。
□上着やズボンのポケットに手を入れたまま歩行しない。両手に物を
持って歩行しない。

□「足裏全体で急がず、ゆっくり歩く。」「歩幅を狭くして歩く。」
「あらかじめ少し膝を曲げた状態で歩く。」など。

□マンホール、側溝の蓋などの金属製の物の上は、積雪で滑りやすく
なるので注意する。

天候による交通機関の遅れが見込まれる場合は、時間に余裕をもって
出勤するようにし、落ち着いて作業をするように心がけましょう。

冬期間の転倒災害防止について、労働者に対し、上記を踏まえた安全
教育を適宜実施しましょう。

新聞配達、各種配送業務等に従事する労働者の転倒防止対策について
は、上記 ３ 滑りにくい履物の徹底のほか、４ 歩行上の留意点、５ 天候
に気を配る、６ 安全衛生教育を参考としてください。

７ 会社敷地外での対策
（出先での転倒防止）

１ 安全管理体制等の確立

２ 安全な通路等の確保

３ 滑りにくい履物の徹底

４ 歩行上の留意点

５ 天候に気を配る

６ 安全衛生教育

備えあれば
憂いなし！

月 年齢 性別 業種 休業 発生状況

１月 60代 女 新聞小売業 １か月 朝刊を配達中、個人宅の階段を降りる際、積雪で滑って転倒し、背部を打撲した。

１月 50代 男 小売業 １か月 出先の駐車場で車から降りたとき、凍結した路面で滑って転倒し、足を捻挫した。

２月 50代 女 社会福祉施設 ３か月
マイカーで出勤し、従業員駐車場で車から降りたとき、凍結した路面で滑って転倒し、足を骨折

した。

２月 30代 男 製造業 １か月
出勤後、ロッカールームを出て、建物の外階段を降りたところ、凍結した踏み面で滑って転倒し、

腰部を骨折した。

３月 20代 男 運送業 14日 夜勤終了後、帰宅のため、従業員駐車場に向かう途中、積雪で滑って転倒し、足を捻挫した。

宮城労働局・各労働基準監督署

冬期間は積雪・凍結等を原因

とする転倒災害が多発します。

転倒防止に、より一層の取組

をお願いします。

出退勤時の会社敷地内における転倒災害も「労働災害」です。
会社全体で冬期間の転倒災害防止に取り組みましよう！
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宮城労働局： STOP！転倒災害プロジェクト
http://miyagi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/hourei_seido_

tetsuzuki/anzen_eisei/hourei_seido/_121129.html

冬期間（12月～3
月）の労働災害は、積雪・
凍結により、転倒災害の発
生が他の期間の1.４倍以上
に増加します。
また、その７割が手足等

の骨折を伴っています。
（図1）

業種別では、小売業、製
造業、運輸交通業、社会福
祉施設、卸売業等商業、接
客娯楽業、清掃･と畜業で
多発しています。
特に、小売業のうち、新

聞小売業は配達中の転倒災
害が増加し、小売業の約３
割を占めています。
（図２）

積雪・凍結による転倒災害

は、その７割が午前４時台～

１１時台に集中して発生して

います。

会社敷地内（建物間の通

路、構内、駐車場）で、特に

気温が零度前後になる早朝に

注意が必要です。

図２：業種別転倒災害発生状況
（平成27年12月～平成28年3月）

図１：１年間の労働災害発生状況
（平成27年４月～平成28年３月）
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みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会 

（事務局 宮城労働局労働基準部健康安全課）  

 
 
 
 
 

  平成28年11月末の全産業の死傷者数（休業４日以上）は、2,053人と前年同期比で＋96人（＋4.9％）と先
月に引き続き増加しています。建設業では370人と対前年同期比で＋45人（＋13.8％）、中でも、土木工事業は
121人（対前年同期比で＋24人、＋24.7％）、木造家屋建築工事業は105人（＋37人、＋54.4％）と予断を許さな
い状況です。 
また、死亡者数は、全業種で14人と前年同期比で３人の減少ですが、建設業では５人と前年同期比で２人

の増加となっています。 
年末・年始の時期となり、労働災害の発生が懸念されます「宮城における年末・年始労働災害防止強化運

動実施要綱」に基づき、再度、店社による安全パトロールを徹底するなど労働災害防止の取組の強化をお願
いいたします。（詳細は、宮城労働局HPを御覧ください。） 

 

  

年末・年始労働災害防止強化運動実施中 
平成2８年11月末建設業の災害速報 

平成２８年度宮城労働局復旧･復興工事安全衛生キャラバン 
（一部公開安全衛生パトロール）を実施しました 

 みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動の取組の一環として、12月14日～15日にかけて震災復旧・復興工事で
の災害が増加している県北沿岸部（石巻地区～気仙沼地区）の工事現場を対象に、安全衛生パトロール（一
部公開パトロール）を実施しました。 
 宮城労働局からは、木幡労働基準部長、齋藤健康安全課長他２名、石巻監督署から柴崎署長、小熊副署
長の６名が２班に別れ、沿岸部の６現場のパトロールを実施しました。公開パトロールは、鹿島･オオバ女川
町震災復興事業共同企業体（女川町震災復興事業工事）、大成･クマケー・ＴＳＵＣＨＩＹＡ特定建設工事共同
企業体（気仙沼市立新病院建設工事）の御協力をいただき、２現場について実施しました。 
 今回は、パトロール講評の後、現場で抱えている問題点（安全・労働時間）等について、意見交換（ヒヤリン
グ）の場を設け現場所長を交え、今後の災害防止対策の進め方等について確認を行いました。 

足場解体作業の安全管理を徹底しましょう！ 
（お知らせ） 

 １０月に東京都内で足場解体中の鉄パイプが落下し、近くの歩道を
歩いていた通行人の頭に激突し、死亡するという事故が発生しました。 
 東京労働局では、この事故を重く受け止め関係団体に再発防止の
要請すると伴に、リーフレット（チェックリスト）を作成し周知を図ってい
ます。 
 当局管内においても、これまで同様に足場の部材が落下する労働
災害が発生しています。ぜひ、リーフレットの裏面にあるチェックリスト
を御活用していただき足場部材等の落下災害防止の徹底をお願いし
ます。 （なお、当局でもＨＰ等に掲載する予定ですが、現在、東京労
働局ＨＰに掲載されておりますので、当面、そちらを御覧ください。） 

（Ｈ28．10）
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東京労働局 労働基準部 安全課

足場の解体作業中に、公衆災害を含む重篤な災害が発生しています。
足場の解体作業を行うときには、①作業計画の作成段階における

リスクアセスメントの実施と同計画の周知、➁作業主任者の選任及
び解体作業に従事する者への特別教育の実施、➂墜落・転落及び飛来・
落下災害の防止対策の実施、により安全管理の徹底を図ってください。

墜落・転落及び飛来・落下
災害の防止対策の実施

・作業の計画段階でのリスクアセスメントの実施
・リスクアセスメント結果を踏まえた作業計画の作成

・作業計画の関係労働者への周知

・足場の解体時における幅40ｃｍ以上の作業床の確保
・安全帯を安全に取り付けるための設備等の設置
・労働者への安全帯の使用徹底
・材料、器具、工具等を下ろすときのつり綱、つり袋等の使用
・防網の設置等による材料、器具、防網等の落下防止措置

・ 高さ５ｍ以上の足場を解体するときにおける作
業主任者の選任と職務の励行

・ 足場の解体作業に従事する労働者に対する特別
教育の実施

足場の解体作業における災害防止対策のポイント

作業主任者の選任及び解体作業
に従事する者への特別教育の実施

足場解体作業チェックリスト（裏面）を活用して、
足場解体作業の安全管理を徹底しましょう！

裏面のチェックリストを活用してください。

作業計画の作成段階におけるリスク
アセスメントの実施と同計画の周知


